
支所発地域力向上支援金　事業評価（第二地区）

事業名

団体名

5

できる環境が整備されたことで、地域住民への迅速で分かりやすい情報提供が可

能となったことは、必要性及び効果があったものと判断される。

普通 見込める 大いに見込める

　地域活動への関心と参加者を増やすツール（情報発信、回覧板等の資料作成）

必要性があった

見込めない あまり見込めない

　なお、備品については適切な管理と運用に努められたい。

課長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

としてパソコンとプリンターを導入し、公民館や専門部（育成会等）の皆さんが活用

効　果

4 5

特に効果があっ
た

1 2

　ＤＸの推進により、デジタル技術を地域に浸透させ住民の生活をより向上させる

ことから将来性も見込め、今後も多数の皆さんによる有効活用を期待する。

3

　箱清水公民館

　公民館ＤＸ推進パソコン購入事業

必要性

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通

効果があった

(基準様式第３号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 教育文化活動
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2 41


